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イエスさまを正しくわかると(ルカ2:41-51)
見方によって結果は天と地の違いのケースになることが少なくありません。一般の世界でも、問題をとおして挫折し人生のどん底に落ちてしまう人と、それが逆に成功のきっかけになる人もいます。鳥の群れが空を飛んでいるときに、誰がそれを見るのかによって結果が変わってきます。画家がそれを見たときには素晴らしい絵の材料になる風景になりますが、狩りをする人が見たときには格好の餌食に見えます。同じ鳥の群れを見ていても。だから問題が問題というより、それをどのように見るのか、何が問題なのか、その見方によって結果はかなり変わってくるということを、まず覚えていただきたいと思います。特にクリスチャン、信徒の私たちは世の中を生きている間、様々な問題とともに人生を歩むようになりますので、その問題をどのように見るのか、何が本当に問題なのか、それに対してどのような目を持っているのか、それによってかなり変わるようになります。非常に大切です。私たちが本当にイエスさまを信じているクリスチャンであれば、私たちの中にイエスがおられ、福音を持っているクリスチャンであれば、私たちにとって本当の問題は何でしょうか。実はあらゆる問題がありますが、私たちが信じてともにおられるイエスさまのことがよくわかっていないというのが本当は問題ではないでしょうか。「それが問題だったのだね」と気づいて悟っていなければなりません。それがクリスチャンの見方です。いろいろな問題があります。でも、クリスチャンであれば、問題に対するフォーカスは問題そのものではなく、イエスの方です。イエスを信じていない、イエスと私とはまったく関係ないという人にとっては別の話です。でも、私たちは地上にいる間はどうせ問題とともに人生を歩くようになっています。その中で何が問題なのか理論ではありません。本当に「なるほど、そうなのか」と心の底から「問題は問題ではなくて、自分が実際にイエスさまのことがよくわかっていないのが問題なのだね」と悟るようになれば、問題があるたびにその人は成長していくようになります。問題があるたびにキリストに深められるようになります。柳先生がよくおっしゃっているように、問題が来ることが逆に楽しみになるというレベルまで行くようになります。これこそクリスチャンであり、また力です。特別な人の話ではありません。みなさんがイエスさまを信じている、イエスさまを救い主として信じている方であれば、誰にでもこのようなことはできるし、またそのような見方を持たなければいけません。そうでないと、悔しい、もったいないことが、ずっと続きます。
1． イエスさまは
今日の聖書の中には、キリストが生まれると告げられてお生まれになりました。イエスさまが12歳頃になったときに、過越の祭りを過ごすために家族、親戚一同、エルサレムの方に向かっていました。そこで過越の祭りが全部終わり、帰ることになりました。しかし、おそらく、お盆以上にとても混雑していて、親戚を含め自分の家族だけでもかなりの人数だったので一人一人、目を配ることができなかったかもしれません。帰って1日ほど時間が経った時にふと気づくと、イエスが見えませんでした。12歳の少年イエスが見えないのです。それで、親戚の中かどこかに紛れ込んでいるのかと思いながらいろいろなところを探し回っていました。でも、見当たりません。心配で、心配でエルサレムの方に戻りました。一日の道のりでしたが、イエスを探しながらエルサレムに戻ったので、結局、エルサレムに戻ったのは3日後でした。というのは、帰りのように目的地に向かって、すっと帰ったのではなく、探しながらなので、かなりの苦労をしたと予想できます。こっちか、もしかして迷子になっているのではないか、誰かに誘拐されているのではないかと、いろいろなことを考えながらエルサレムに戻ったので、一日くらいの道のり、距離が3日間かかりました。それでも、どこに行ってもイエスさまが見当たりません。エルサレムに着いたときに、エルサレムの神殿の方に行ってみたら、そこに少年イエスが座っていて、その神殿で教師の仕事、また律法学者の仕事をしている偉い先生方の真ん中に座ってやりとりをしていました。しかも、その様子を見ると、ものすごい聖書の学者、偉い人々がびっくりするほどでした。ふさわしいたとえではありませんが、昨日のスポーツニュースによると、高校1年生が今日、ゴルフで優勝するかもしれないそうです。プロに全部、打ち勝って、みなびっくりするでしょう。15、6歳の高校生です。それ以上の光景だったのではないでしょうか。偉い学者の真ん中に座って質問したり答えたりのやりとりをしていて、みんながびっくりするほどでした。両親もその様子を少し見ていました。それからイエスさまの方に行って言いました。「あなたはいったいなんということをしたのか。どれほど私たちが心配してあなたを探したのかわかるのか。こういうことをしていいのか」言い方はここには記されていないのでよくわかりませんが、たぶん、ものすごく心配をしていて、やっと見つかったので、ほっとしたのと同時に怒りなどをぶつけてしまったのではないでしょうか。おそらく、そんな場面だったと思います。親として当たり前ではないでしょうか。イエスさまは常識のないおかしい少年ではないでしょうか。もしエルサレムに用があるなら、きちんと親に「用があるので先に行ってください」と、それぐらい言っておけばいいのに何ということをしたのでしょう。みなさんだったらどうしますか。これ以上に、ものすごい怒り方をしていたかもしれません。そのとき、イエスさまが真顔でおっしゃいました。それが2章の49節です。「どうしてわたしをお探しになったのですか」これが答えですか。親が、子どもが見当たらないので心配で探すというのは当たり前でしょう。それなのに「どうして私のことを探したのですが」と言い、加えてこう言っています。「わたしが必ず自分の父の家、この神殿にいるということがわかってなかったのか。なぜ3日もあちこち探したり心配したりしていたのか」これはどういう意味でしょう。心配して探し回っていた両親に向かってイエスは「あなたがたはわたしのこと、イエスのことがよくわかっていないね」少年、息子、子どもだったら心配で探すのは当たり前でしょうが、イエスはただの12歳の少年ではありません。キリストと告げられてお生まれになったメシヤなのです。ならば、そのキリストがおられるべきところは両親の家ではなく、父の家、神殿にいるのが当たり前であるし、イエスさまがいらっしゃるべきところは神殿なのです。「それくらいわかっていないのか」と言ったのは、両親はわかっていないということでしょう。「イエスさまが見当たらない、子どもがどこかいなくなってしまった、事件が起きた、トラブルが起きたが問題ではなく、あなたがたはイエスが誰なのかわかっていない、それが問題ではないのか。もしイエスがどういう方なのかわかっていたとすれば、3日も苦労しながら探すようなことはしないでしょう。心配もいらないでしょう。疑問も混乱することもいらないでしょう。必ず、神殿にいるのが当たり前ではないでしょうか。そこにいるべきだったということを知らなかったのですか」という質問の中には「わたしのことがわかっていないね」という意味が含まれています。本来イエスさまがここできちんとイエスさまが地上に来られた目的をまっとうするために、ここ（神殿）を拠点にするというのが筋です。でも、まだまだ時刻表ではないと、両親とともにまたナザレの方に戻り両親に仕え、30歳になるまでイエスさまは待っていました。イスラエルでは30歳になってから公に何かができるというルールがあります。それもイエスさまはできるけれども守っていらっしゃいました。また、戻るべきなので戻ったわけではありません。神殿にいるべき方です。ただ両親はイエスさまと一緒にいながらよくわかっていませんでした。それが問題です。それが今日の聖書の中からイエスさまがおっしゃっていることの意味です。「わたしがいなくなった、それが問題ではないでしょう。イエスが誰かわかっていないから、それが問題ではないでしょうか。あなたがたが心配していることも、心配するようなことではなく、一緒にいるイエスが誰だかわかっていないのが本当は問題ではないでしょうか。あなたがたが、ものすごく不安になって、焦り、怖がっているのは、そのような状況、問題があるからではなくて、あなたがたと一緒にいるイエスが誰なのかわかっていないのが問題ではないでしょうか」ですから、イエスのことが正しくわかるように、そこにフォーカスをおかない限りは、問題の形が変わるだけであって一生続きます。なんと残念でしょうか。そうしなくてもいい神様の子どもなのに。私たちの神様の恵みによってイエスが私たちと一緒におられる存在になりました。間違いありませんか。そうならば、私たちにとって問題は問題ではありません。イエスのことがわかっていない、イエスの方にフォーカスを持って行かないことが問題です。イエスのことがよくわかっていません。イエスのことが明らかにされて、イエスに集中して、イエスをつかもうという方向に行かないと、他の何かが問題に見えて、それに捕らわれ、引っかかり、おぼれていくようになります。クリスチャンの私たちは死と罪の原理から解放されている者です。捕らわれなくても結構です。それは問題やトラブルが一つもないという意味ではありません。もはや解放されているはずなのです。問題のフォーカス、問題を見る目、何が本当に問題でしょう。みなさんの家族の中に、あるいは経済状況に、あるいは自分自身にどのような問題があるのでしょうか。何かの問題があるのでしょうか。それが問題だと思っているので、ずっと混乱し続け、ややこしくなるだけです。問題はそれではありません。どんなにひどい状況、どんなにひどい人間、ひどい問題があっても、クリスチャンにとってもはやそれは問題ではありません。それが問題になって、心も気持ちも精神も脳細胞もやられている理由は悔しいことで、イエスさまのことを忘れて、イエスさまのことを実際にはよくわかっていないからです。そこが問題です。だから、いつでも申し上げているように、何かのせい、誰かのせいにするというのは、だまされていることです。フォーカスは自分自身です。それは自分が悪いという意味ではありません。フォーカスが自分なのです。イエスさまの親に対しておっしゃることはよく心に留めておいていただきたいと思います。「なぜわたしのことを探して、なぜ心配するのですか。なぜ3日もかかってあちこち探し回っていたのですか。答えは明らかではないでしょうか。なぜ迷っているのでしょうか」というお話です。これを約束として、契約として心に握ってください。実は本当の問題はイエスさまのことがよくわかっていないで、しかも一緒にいらっしゃるのによくわかっていない、そこが問題です。
1） 神様の約束メシヤ
　イエスさまがこのようにおっしゃったのは、一体、イエスさまはどんな方でしょうか。イエスさまは誰なのでしょうか。それを正しくわかって理解することが私たちの答えです。それが解決です。イエスさまは誰でしょうか。イエスさまは神様が最初から罪を犯した人間を助けるために約束された救い主メシヤです。しかも、人の力では絶対にどうにもならない霊的な問題、悪魔のしわざ、滅びの運命の勢力などを打ち破って、蛇の頭を踏み砕いて私たちを助けるメシヤ、キリスト、その方がイエスです。イエスさまのことが良くわかっていません。神様は蛇の頭を踏み砕いて、あなたがたを助けるように、人の力では、世にあるものではごちゃごちゃするだけであって、決して根本的に解決できない人間の問題、私たちの問題を根本からすべて完全にまるごと全部解決するために、神様が約束されたメシヤ、キリストです。イエスはキリストなのです。それでイエスは、キリストだという証拠として、旧約聖書には、王様、預言者、祭司をたてることによって、このような役割をいっぺんに永遠にまっとうするキリストがこれから来られるから、そのキリストを待ちなさいと預言されていました。それで、王様、預言者、祭司に油が注がれていたのでキリストという言葉を付けました。キリストは言語そのもの意味が「油注がれた者」です。イエスはその油注がれた者、真の王様、真の預言者、真の祭司、創世記3章15節、蛇の頭を踏み砕く女の子孫、メシヤその方だったのです。両親は自分が今育てているから、そのようなことをすっかり忘れていたようです。それは非常に残念です。どんな理由であれ、イエスが救い主キリスト、約束の女の子孫であることを忘れることは残念です。イエスはすべての問題をまるごと一度で永遠に解決される方です。両親はそのことがよくわかっていませんでした。12歳の少年に見ていました。それが勘違いです。
2） 神様の愛
　そして、イエスはそれをとおして神様が罪人である私たちをどれほど愛しておられるのか、明らかに示された神の愛そのものです。イエスの中には、神の裁き、神の怒り、そのすべてが消えて、溶けていき神の愛だけが残りました。イエスは神様の愛です。しかも罪人を愛する愛です。無条件の、アガペーの愛です。イエスは神の愛です。マリヤ、この両親はそういうことがわかっていませんでした。これは余計な話ですがカトリックではマリヤを聖母と言います。今、やっていることを見るとどこが聖母でしょう。イエスが誰かもわかっていないのに。変な失敗ばかりしているのに。よく考えないといけません。イエスは神の愛です。いつまでも肉の母親だった体を借りてきたマリヤの胸に抱かれている赤ちゃんではありません。キリストです。
３）十字架を背負い
　弱い罪人である私たちのために、救いのために、神の愛のために世に来られて、イエスは十字架を背負って血を流された方です。それはどんな意味でしょうか。実際に代価を払われて約束されたとおり、すべての問題を全部解決した、解決済ということです。すべて完了しました。イエスは十字架で血を流された方なのです。
４）復活なさった主
　しかも、その証明としてイエス様ご自身が神様であった証拠として、死者の中から3日目によみがえられて復活なさった神様であり、主ご自身です。すべてを全部成し遂げられました。これっぽっちも残さないで全部解決されました。イエスさまはそのような方です。世の中や教科書で言っているような四大聖人の一人というような方ではありません。また私たちの病気を癒すために来られた、私たちの肉体的な目的を何とかしてくれるために来られた方でもありません。そんな部分的何かを解消してくれる方ではありません。根本から、霊的な問題、総合的に、永遠にすべての問題を全部、解決される方です。イエスはキリストです。ただ、私たちのために、人間のために十字架にかけられないといけないので赤ちゃんとして生まれ、人間の成長の過程を経験していただけなのに、その形を見て今、こんがらがっています。肉体的に見える部分をとおして勘違いしています。
２．イエスさまがわかれば
みなさんにとってイエスさまは誰でしょうか。どういう方なのでしょうか。イエスは女の子孫と言われている方であり、キリストであり、神の愛であり、そのために実際に十字架にかけられて血を流された方であり、死を持ってそれを全部全うされた方であり、よみがえられて復活なさった神様ご自身です。
1） 余計な苦労、さまよいはなくなり
　本当にイエスがそういう方だとわかっているならば、私たちはこの両親、親戚のように無駄な余計な苦労、余計なさまよいなどをしないで終わらせるようになるでしょう。本当にイエスがキリストだとわかれば、よく問いかけてみてください。彼らが戻ろうとしても1日で戻れればいいでしょう。3日もかかりました。イエスさまが神殿にいるべきと知りませんでした。イエスがよくわかっていないので、イエスがそこにいなかなったというトラブルや事件が問題ではありません。そこで一緒におられるイエスが誰だか本当にわかったなら、このような無駄な苦労、無駄な疑い、余計な不安などはしなくても結構でしょう。それを細かく申し上げるとこうなります。

２）問題解決より解決されていると
問題が起きても、その問題の解決を図るより、すでにその問題が解決済みだと告白する側に立つようになるでしょう。イエスがわかっているならば。みなさんはどうされるのでしょうか。みんな小さいときから10年以上もイエスのことをたくさん聞きましたが頭の中にいて、まだ心に下りて来ないようでわかっていないようです。「いや、主は生ける神の御子キリスト…。」それは別に悪くはありません。それを悪い方向で言うつもりもありません。ただ、よくわかっていらっしゃるのに、レポートを書きますと何枚でも書けるのに、実際問題が起きたときにはまったくイエスがわかっていないで「どうなっているのだろう。探さないと。この問題を早くどうにかしないと」と両親のような反応が当たり前にあるのではないでしょうか。それを見ると「イエスさまのことをよくわかっていないようだな」と思います。でも、言えません。言うとプライドが傷ついて、「何？合宿訓練、伝道専門訓練合宿までやってきたのよ」とおっしゃるから言えません。でも、聖書を見ると、イエスさまの言葉によりますとわかっていません。わかっているなら、問題の解決のために悩み、その方法を探して探し回るのではなく、もうすでに終わった問題なのです。今、目の前に問題があるにもかかわらずそれを握ってください。それがキリストを握るということです。それが契約を握るということです。それを握って、信仰に立って耐えていくようになるでしょう。そうすると、そうだという結果が、後々示されるようになります。だから、解決になってもならなくても構わないような信仰に立たないといけません。なぜでしょうか。みなさんと一緒におられます。マリヤと一緒におられるくらいではありません。聖霊をとおして中に判子のように押され、消すことができないようにしつこく離れることなく一緒におられるイエスがよくわかっていません。たぶん、みなよくご存知なのですがその部分だけが切り替えていなかったかもしれません。今日、このメッセージをきっかけに、これからはどういう問題、どういうトラブルが起きてもそれを解決する側でなくて、もはや、すでに十字架とともに解決済なのです。それで慌ててアップアップしないで、じっとしていてみてください。これがクリスチャンです。「それでは問題が何も解決しなくてもいいのですか」そういうレベルの話ではありません。そうでないと、いつまでたっても暗やみの力が砕かれないので繰り返されるだけです。ここを一回クリアしないといけません。みなさんはクリスチャンです。みなさんのためにイエスは十字架で血を流されました。ここでみなさんのためにと言いますが、みなさん自分自身は「私のために」と告白しないといけません。これがイエスさまのおっしゃることの意味です。「なんでそんなことになるのですか。なんで問題のために心配して、その問題のために悩んで、その問題を解決するためにあちこち首を突っ込んだりするのですか。イエスが誰だかわかっていないのですか」といつも問いかけていらっしゃいます。
３）愛を求めるより愛されていることを
本当にイエスさまがわかっているならば、人に愛情を求めて、愛されることを求め、愛を求めるより、もうすでにこれ以上何もいらないくらい豊かに愛されていることを確認する側に立って、それを感謝し、愛を分けてあげようという側に立つでしょう。イエスさまがわかったならば。イエスは神の愛です。イエスを信じるときに神の愛が注がれていたと聖書には記されています。これ以上、旦那さんの愛、子どもの親の愛、何かの愛などは本当な無くても結構な存在、それほど、あふれるほど神様に愛されている存在なのです。イエスを本当にわかっているならば、私たちはすでにあふれるほど、他の愛が入り込むことができないほどいっぱい神様に愛されているはずなのです。それを確認する側になってください。どこかさびしい、誰かが気を配ってくれないなどでつまずくのではなく、「それでも構わない。私はすでに神に愛されている者なのだ」それを確認する側に立つでしょう。愛を求める側ではなくて。いつまで、愛情や愛、人からの愛によって、つまずくのでしょうか。昨日、中高生の文化教室のために映画を一つ選んでもらって見て、まだ見るレベルではないと思ったのですが、「告白」という日本の映画です。結局、親からの愛情、子どもに対しての愛などがぐじゃぐじゃになって、結局、悲惨な結果になるという話の内容です。神の愛がない限りはどっちかに捕らわれ流されるしかありません。私たちはもうこれ以上、本当にイエスさまがわかっているならば、牧師が私のことを気にかけてくれる、くれない関係ありません。もう愛されているということを確認する側に立って、じっと耐えていくようになるでしょう。それを信仰と言います。人の愛情があるないによって展開されるドラマやストーリーは、これから私たちにはいらないものです。
3） 環境、条件より幸せであることを

　イエスさまが本当にわかっているならば、イエスはキリスト、すべての問題を解決したので、自分が今、置かれている環境、自分自身の才能、条件より、それがどうなっていくのかによって気持ちが変わるより、それと関係なく私は天にあるものによって幸せであると告白するものになるでしょう。環境がどうであれ、自分が才能に恵まれているのか、あるいは学歴があるかどうか、美人なのかハンサムなのかブスなのかなどと関係なく、そこから幸せの何かを評価するのではなく、私はイエスによって幸せな者、私はもう宝物なのだと告白する側に立って、環境、条件が恵まれていなくても、たとえ刑務所の中であっても、親が私を捨ててどこかに行ってしまい孤児になったとしても、そういうことによって振り回されないでイエスがわかっていれば幸いな者、幸せな者ですと、その側に立つでしょう。歯を食いしばってでもそこに立つでしょう。みなさんがイエスさまのことを本当にわかっていれば、いろいろな言い訳をする側、つぶやく側に立つのではなく、聖霊充満に希望をかけて、聖霊充満を待ち望みつつ、祈る側に立つでしょう。それから、現場において人に他のことを得ようといろいろな違う動機より、どうすればこのイエスさまをお証しし、自慢できるかの方に立つようになるでしょう。イエスさまより誇り高く、自慢できるような、彼らにとって本当のハッピーの材料はありません。現場においてイエスさま以外にありません。みなさんがイエスさまのことを本当にわかっているとすれば。神様は恵みによって私たちにイエスさまを与えられました。私たちに資格やいさおなどまったくありません。ただ、わけわかりませんが神に選ばれて、神の恵みによって一方的にイエスが与えられました。ポイントがこれからはすべてが変わります。イエスさまのことがどれほどしっかりわかっているのかどうかがすべての鍵です。フォーカスをそこに移してください。何がああだ、こうだと言わないでください。今、イエスさまを探し回って苦労し、さまよっている両親のようなことは早く終わらせましょう。そうすると、心がきれいになるでしょう。
３．イエスさまをぼやかすもの
　それなのに、目に見えない悪者がこのことがわかっているので、私たちのフォーカスをイエスに行かないように邪魔をします。あらゆるものが本当はイエスさまと一緒にいます。そして、たくさん聞いていますがイエスさまと親しくなれません。理論的にわかっていても、つまり、イエスさまのことが本当の意味で正しく伝わってわかることができないように、何か私とイエスさまの間に入り込んでいるのです。彼らはたぶん生まれる前から天使によって告げられました。今私たちが考えると「それだったらもう覚えているでしょう」と思うでしょうが、彼らはすっかりと忘れているようです。おそらく、赤ちゃんとして生まれ、羊飼いが礼拝のために来たり、東の博士たちが来たり、その時までは覚えていたかもしれません。
１）肉的内容
イエスさまは私たちのために、人間のすべての経験をするようになっていたので、たぶん、おしっこ、うんち、いろいろなことをやったでしょう。だから、オムツも取り替えたりしていたと思います。赤ちゃんにしか見えないので、ずっと面倒を見ていたでしょう。ときには、鼻水が出たりしながら成長していったでしょう。いつも「ごはんだよ」と言って、ご飯を食べたり、食事の用意をしたり、自分が面倒を見ていると、肉体的な部分ばかり見てきたので、あるところからすっかり忘れてしまったかもしれません。このように、イエスさまのことを正しくわかることが鍵なのに、すべての勝利の鍵なのに、問題がどうであれ、周りにどのような攻撃があろうが関係ないのに、イエスさまが曲がって見えてきどこかぼやかされてしまうのです。自分も知らないうちに。そのようなことを、これから私たちは取り除くのが大切です。なぜでしょうか。イエスさまを実際に正しくわかることがすべてなので。彼らのように肉体的な様々な内容によって、肉体的なレベルで見ているので、イエスさまのことを、聞くのはキリストだと聞いているけれども、実際イメージとしては肉のレベルしか私には伝わっていない、届いていないかもしれません。
２）親、信徒、教会
　それから、特にレムナントの場合に親が先に教会に通っている場合、それは、本当は幸いでありがたいことなのですが、親が、本当にキリストに答えを出して見えるようなレベルだったらいいのですが、そうでない場合に、イエスをイエスとして見るのではなく、その中に「イエス、イエス、教会、教会、信仰、信仰、よく頑張りなさい」と言っているうるさい親がその真ん中に入り込んで、それをとおしてイエスが入り込んでくるので、自分もイエスさまと遠く離れたがります。親しくなりたいのだけれども、イメージ的にそうなっていません。それは、聖書が語っているイエスではありません。親や、場合によっては親じゃなくても、クリスチャン、教会に通っている人のいろいろなことを見ながら、そこからイエスに近づけないイメージになっています。ときには教会そのものが、いろいろな弱さがあり、トラブルがあり、カラーがあるかもしれません。そういうことが私とイエスさまの間に入り込んできて、そのようなイメージとして伝わっています。理論はイエスはキリストなのに、実際的にはそうなっています。そこを全部取り壊して、取り払わないといけません。特にレムナントのみなさん。親が悪いとは言いません。ただ、親のレベルがイエスではありません。親から何をどうイメージされていたのかわかりませんが、逆にイエスさまはすごい方なのに、親が「イエス、イエスと言っているから」逆に嫌になってしまうのです。これはどちらの過ちなのかの前に、ものすごく残念なことです。これが長く続きますと、どっちかが悪いというのはあるでしょうが、でも本人にとってはダメージです。イエスがわかっていないとダメージです。イエスが曲がって投影されていると。イエスはそんな方ではありません。イエスは聖書が語っているイエス、そのとおりに素で受け入れないといけません。ぜひ、みなさんも気づいていなかったかもしれませんが、間に入っているものが何かわかりませんが、全部取り壊して、イエスとみなさんと、一対一で立っていないといけません。素でイエスを受け入れるようにしてください。さきほど、申し上げました。イエスはみなさんのために十字架で血を流されました。イエスは親のイエスではなく、私のキリストです。その神の愛は、私の神の愛です。親がどうであれ、ある意味、関係ありません。本当にここがものすごく大切です。私はつくづく感じさせられています。それでレムナントにいつも言っています。独立しなさい。たとえば、「親がタラッパンの教会を止めたから、私も止める」そんなことがあるでしょうか。それとどんな関係があるでしょう。みなさんのイエスでないといけません。親や教会やクリスチャンの中に入っている、みなさんが理解しているイエスは、それがセットになり、パッケージで理解しているのです。それはだめです。イエスは個別に理解しなくてはいけません。単品じゃないといけません。パッケージはだめです。イエスはみなさんを愛していらっしゃいます。みなさんと親しくなりたいのです。なぜ、イエスと親しくなれないのでしょうか。中に何かイメージになるようなものが入り込んでいるのではないでしょうか。それがだまされることです。
３）ゴミに包まれているダイヤ
ものすごく高価なダイヤが何かの理由、失敗があって、新聞紙にそのダイヤを包みました。新聞紙に包まれているから、ダイヤがダイヤじゃないでしょうか。みなさんの親が新聞紙だという意味じゃありませんよ。たとえ、そんなイメージがあったとしてもダイヤはダイヤです。教会が新聞紙のように見えてきたとしても、みなさんのために十字架で血を流されたイエスはキリストであり、イエスは神の愛です。それが新聞紙に包まれているから否定される、拒否されるとはなんと残念なことでしょう。すべて失ってしまうのではないでしょうか。何が正しくイエスさまのことをわからないように邪魔するのでしょうか。それから、もう一つ、数えきれないくらいいろいろなケースがあるでしょうが、自分が今イエスさまを信じているけれども、自分とイエスさまとならないで、自分の家族がいるし、何かの事情があるし、いろいろな自分が関わっている人や事があります。それを全部含めて、自分であり自分の人生じゃないでしょうか。そのため、その全部が一緒にからんで、そこにイエスを取り入れようとします。たとえば、旦那さんや子どもがいて、それに対しての関係性、責任、あるいは未練、憎しみ、心配、執着などと全部一緒にからめて、そのための、そこに必要なイエスをいつも求めるのです。だから、私とイエスの間にそういうことが入り込んで、イエスがイエスとして正しく届かないのです。旦那さんに何か問題があったときには、イエスもそのように見えてきます。関係ありません。旦那のためのイエス、子どものためのイエスでなくて、自分のためのイエスでないといけません。人生は旦那さんのためでも、子どものためでもありません。自分のための人生です。これを全部逃しています。何かをセットにひっくるめてそこにイエスを入れています。たとえば、自分ではなく、子どもがうまくいかないと、イエスもその分になります。そうなると、これは私の表現ですが、霊的な意味では消化不良になります。どこか詰まってしまいます。肉体的にも消化不良になったときに、一番先に出る症状は何かわかりますか。あくびが出ます。霊的にも同じです。何か一緒にひっくるめてイエスを考えているので、すべてに影響してしまいます。そうすると、それが霊的に消化不良になって、そこがパーンと溶けるべきなのにいつまでもそこが詰まっていて、霊的にだるい状態、眠い状態がずっと続くのです。そこを取り払わないといけません。みなさんが家族や何かに関心を持たないという、非常識的な話ではありません。しかし、その前に、いつのまにかいろいろな関係性を一緒にくっつけてイエスとなるのを止めて、全部まず切り離し、自分一人、自分のためのイエスにしなければいけません。みなさんのために、イエスが十字架で血を流されたわけであって、旦那さんのためではありません。旦那さんのためのイエスではありません。旦那はどうでもいいということではなく、旦那さんは旦那さんで個人的にイエスと関わるということです。そこを回復しないといけません。それでイエスが正しくわかるようになるのです。今までどうなったでしょうか。聖書が語っているイエスがまったく心に伝わっていないのではないでしょうか。誰のためのイエスではなくて、自分のためです。ですから、さっき申し上げましたように、すべてから切り離されて独立して自分のためのイエスを発見してください。イエスはみなさんのために十字架で血を流されました。こういったいろいろなことが、私たちはもう幸いな者なのに、さっき申し上げましたようにイエスが正しくわかると、ものすごく格好良い人になります。問題でバタバタしないで、問題はもう解決済と、それを周りの人が見たときに、「違うな」となります。そうしないと伝道できないという意味ではありません。伝道の門が自然に開かれる、そこを見せないといけません。クリスチャンが、自分が生きるのではなく、自分の中にキリストが一緒に生きている者なのだということを見せる方法は話をするからという前に、イエスがわかれば、イエスがすべての問題をすでに解決した方であれば、それがキリストです。イエスが神の愛であれば、愛がないから、誰かがきちんと留めてくれないから、寂しいとかいうのは、イエスがよくわかっていないからであって、誰かが愛情を注いでくれないからではありません。そう変わるでしょう。この戦いをしないといけません。しかし、イエスが正しくわからないように邪魔するものがあるのです。私たちがよく気づかないようにします。
結論
今日、二つの内容を取り上げました。その部分を、みなさんとイエスの間に入り込んでいるものを取り壊してください。これは私たちを霊的に眠らせるものになります。何か詰まっていると空気もどんどん酸素が欠けていって眠くなります。車も全部閉めたまま3時間以上走りますと眠いから眠いというより、酸欠であくびが出たりします。何かそういうことでどこか詰まっている状態が続きますと、霊的にもあくびが出てだるくなるしかありません。だから、何が原因なのかよくわかりません。頭で全部理解しているし、一生懸命やろうと、イエスさまのために仕える思いもあるのに、でこぼこになります。よく覚えていてください。みなさんは必ず、勝利の答えが得られるようになっています。イエスが一緒にいらっしゃるから。ただ、一緒にいるのによくわかっていません。そこが問題です。これが問題、あれが問題という暗いところから自由になってください。問題ではありません。イエスが一緒におられるから、もう問題ではありません。イエスのことわかるように。なので、その間に入ってイエスさまのことがわかるように、あるいは親しくなることを邪魔しているものを見つけ出して、それを全部、取り壊していくようになりましょう。それを全部追い出して、否定しましょう。それから、問題のフォーカスを問題ではなくてイエスさまに方に持って行きましょう。それから、祈りの中の祈りはイエスさまのことがわかるようにしてくださいという祈りです。そして本当にイエスさまがわかっているならば、そこに捕らわれないで、イエスさまの側に立って一つだけです。神の力、聖霊充満の約束を希望にしてそれを待ち望みつつ味わう祈りに専念する方向に行くようになるでしょう。本当にイエスがわかったならば。「あの子どうしよう、あの人どうしよう」教会の中でもどうしようもない人がいるかもしれません。私たちがああだ、こうだ言う必要はありません。本当にイエスがその人にいるならば福音を持っているならば、私たちは聖霊充満を祈り、イエスに気づいてもらうように祈って助けるだけです。問題は問題ではありません。いろいろな呪縛から早く解き放たれていただきたいと思います。自由の翼をつけてイエスの方に、そうすると、聖霊充満の祝福、総合的なパーフェクトな祝福の答えがそこに待っています。祈るようになるでしょう。それから、待つだけです。ぜひ、何かの問題だということで、みなさんの周りも、みなさんの人生も見下して、変な形で曲げて見るなど、自虐的なことはやめましょう。問題はもう終わりました。イエスの方に立ちましょう。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。問題が問題ではなくて、しっかりとイエスをわかっていないことが問題であると教えられました。言葉を変えると、イエスがわかれば私たちは問題に捕らわれないで必ず勝利できる格好良いクリスチャンになることも契約として握りました。この御言葉が成就する一週間になるように一人一人を祝福して癒して整えてください。主イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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